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2025『ひょうごぼうさい建築祭 in 姫路』（播磨の国） 

令和 7 年度 建築士の日 事業 実施報告書 

 

【開催概要】 

■事業の目的・趣旨について 

 阪神・淡路大震災から、30年。この 30年間で、東日本大震災、熊本地震、能登半島地震が発

生し、多くの方が犠牲となった。さらに、気候変動に伴う豪雨被害が多発し、また南海トラフ地

震は近い将来必ず起こるといわれている。公益社団法人 兵庫県建築士会では、兵庫県や県下の

各市町と連携を取りながら、防災・減災について考える機会を設け、ひょうご五国を巡りながら

災害に備える様々な準備・活動を行う。 

 

■事業の背景・広報について 

開催は、年1回（建築士の日の事業と位置づけ）、兵庫県五国+1の６ブロックを順に廻る。 

※【播磨】・【但馬】・【丹波】・【摂津】・【淡路】+【神戸】の6箇所 

新聞社など取材を通じて、広く兵庫県下の県民に発信する。 

また、（公社）兵庫県建築士会・（一社）兵庫県建設業協会の活動を確実に広報し、会勢拡大に

も繋げる。 

 

■事業概要  

◇ 事業名：「ひょうごぼうさい建築祭 in 姫路（播磨の国）」2025 

       令和 7年度 建築士の日 事業 

 

◇ 開催日：【講演会・展示等・相談会】２０２５年 ８月３１日(日) 

【応急危険度判定士 実地模擬訓練】  〃  １０月  ４日(土) 

 

◇ 会 場：【講演会・展示等・相談会】8/31 

兵庫県姫路市本町68-290 「イーグレひめじ Ｂ１Ｆ アートホール」 

【応急危険度判定士 実地模擬訓練】10/4 

（座 学 会 場）兵庫県姫路市花田町小川553-2 

「姫路市立高木総合センター」 

（模擬判定会場）兵庫県姫路市花田町小川241付近 

「姫路市営高木住宅」 

◇ テーマ：【講演会・展示等・相談会】8/31 

※「減災・防災 今、できること！」 

【応急危険度判定士 実地模擬訓練】10/4 

※「応急危険度判定士」被災建物を想定して実地訓練（一般市民は見学） 

◇ 主 催：公益社団法人 兵庫県建築士会（災害対策委員会） 

◇ 共 催：公益社団法人 兵庫県建築士会 姫路支部 

◇ 後 援：兵庫県・姫路市・公益社団法人 日本建築士連合会 

◇ 協 力：一般社団法人 兵庫県建設業協会 

◇ 参加費：無料 

◇ 内容・参加者・申し込み方法など：事業ごとに後述 

◇ その他：建築士会ＣＰＤ認定事業（ＣＰＤ申請は兵庫士会で一括申請します） 
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【開催内容】 

◇ 日 時：２０２５年 ８月３１日(日) 13：00～16：30 

 

◇ 会 場：兵庫県姫路市本町68-290 「イーグレひめじ Ｂ１Ｆ アートホール」 

 

◇ 内 容：【講演会】14：00～15：30（受付 13：30～） 

講 師：西影 裕一 氏（はりま地盤・地震研究所 代表） 

テーマ：「山崎断層と南海トラフ地震」 

    ～瀬戸内の津波リスク、県内における土砂災害事例等～ 

【展示等】13：00～16：30 

『パネル展示』耐震補強事例など 

『ＶＴＲ上映』阪神淡路大震災の記憶 

【相談会】13：00～16：30（受付 12：45～16：00） 

『耐震に関する無料相談』建築士が住宅の耐震をアドバイス 

 

◇ 開催状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ひょうごぼうさい建築祭 in 姫路 

 【講演会・展示等・相談会】 

 

  

エスカレータ前から見た 

アートホール入口の様子 

アートホール入口の受付の様子 

受 付： 

（一般受付・建築関連受付・CPD 受付） 

ホワイエ入口： 

左はパネル展示、右は VTR 用 Projo 
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ホワイエ入口： 

左はパネル展示、右は VTR 

ホワイエ正面： 

VTR 映像（阪神淡路大震災の記憶） 

  

ホワイエ 

 

奥の案内板： 

 （【耐震】無料相談会場） 

相談会場： 

両サイドが相談室 

  

講演会会場の様子 司 会： 

（担当）尾ノ井有佳子 氏 

  



 4 / 18 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開会挨拶： 

会長 正木恵子 氏 

講 師：西影 裕一 氏 

（はりま地盤・地震研究所 代表） 

  

『コイル』を使って 

縦波と横波の違いを説明される西影先生 

アートホール入口の様子 

『模型』を使って 

断層の種類を説明される西影先生 

  

謝辞・閉会挨拶： 

委員長 渡邊一洋 氏 
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パネル展示： 

建築士会活動状況説明 

パネル展示： 

耐震関係の啓発 

  

パネル展示： 

耐震改修事例紹介（その 1） 

パネル展示： 

耐震改修事例紹介（その 2） 

 
 

会の終了：手締め風景 反省懇親会風景 
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【開催案内チラシ】 

                【来場者数】 

・ 一般･･･････47 名 

・ スタッフ･･･16 名（講師含む） 

計    ６３名 

 

                        【チラシ配布先】 

                          ※チラシ印刷･･････････2000部 

・tsudoi 投函･･･････1300 部 

                           ・後援・協力等団体･･ 500部 

・講師関連団体･･････ 150 部 

・その他････････････   50 部 

                         【tsudoi】  

                           ・お知らせ欄に掲載告知･･･1 回 

 

 

 

  

【開催前 告知記事】 

 神戸新聞 2025.07.25掲載 

 ・講師の西影裕一先生が、8/26 に開催予定の 

   講演会の告知用に、神戸新聞社取材を受けら 

れ、8/31 の（公社）兵庫県建築士会主催の 

「ひょうごぼうさい建築祭 in 姫路」事業の告 

知もして頂けることとなった。 

【姫路市の後援】 

・姫路市の後援のおかげで、幅広く PR するこ 

とができた。姫路市危機管理室へも後援挨拶 

に伺い、「ひめじ防災フォーラム 2025」が 

同日・同時間帯・同会場で行われるので、当 

事業の告知も、Facebook に掲載して頂ける 

こととなった。相乗効果が有ったのではない 

かと思われる 
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【開催概要】 

去る9月1日は『防災の日』、その前日の8月31日に標記「ひょうごぼうさい建築祭in 姫路（播

磨の国）」が開催でき、講演会・パネルＶＴＲ展示・耐震相談会を通して、多くの方々に参加

いただけた。 

引き続き今年度は、「応急危険度判定士」の活動に取り組む。判定士の登録を済ませてから

期間が経ち、判定基準の目的や調査方法・調査表の記載方法など当時の記憶を辿りたいという

方に、模擬訓練を通して、今後益々期待される判定活動に繋げていくことを目的とする。 

「応急危険度判定士」は、地震により被災した建築物について、その後の余震等による倒壊の

危険性ならびに建築物の部分等の落下あるいは転倒の危険性をできる限り速やかに判断し、そ

の結果に基づいて恒久的復旧までの間における被災建物の使用にあたっての危険性を情報提

供することにより、被災後の人命に係わる二次的被災を防止することを目的としている。 

そこで、「応急危険度判定士」の活動を通して、関係者並びに一般の方にも防災・減災につい

て考え、更に「建築士の日」のことを広く知って頂くことを目的として、『【実習講座】応急危

険度判定士 被災建物を想定した実地模擬訓練』を開講する。 

 

【開催・募集内容】 

◇ 日 時：２０２５年 １０月４日(土) 13：00～16：20 

◇ 会 場：【座学会場】「姫路市立高木総合センター」（2階） 

（〒671-0255 兵庫県姫路市花田町小川553-2） 

        （集合場所 同上、受付2階 12：30～）   

【判定会場】「姫路市営高木住宅」（判定家屋 2棟） 

（〒671-0255 兵庫県姫路市花田町小川241付近） 

                    

◇ 受講資格：兵庫県被災建築物 応急危険度判定士登録者 

 

◇ 受 講 料：無料 

 

◇ 募集人員：20名程度（申込先着順） 

 

◇ 申込期間：２０２５年９月１７日（水）～２０２５年９月２９日（月） 

 

◇ 準備物等：判定登録書・ヘルメット・コンベックス・筆記用具・カメラ・雨具・水筒 

・（マスク）・下げ振り（有れば） 

       （あった方が良いもの：軍手・携帯電話・ナップザック） 

（あると便利：双眼鏡・ペンライト・ホイッスル・コンパス） 

 

 

ひょうごぼうさい建築祭 in 姫路 

 【被災建物を想定した 

『応急危険度判定士』実地模擬訓練】 
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2025『【実習講座】応急危険度判定士被災建物を想定した実地模擬訓練 』 

カリキュラム  

 テーマ 
時間 

(分) 

時刻 

（予定） 
講師等 内容及び目標 

－ 開会挨拶 5 
13：00

～ 

西嶋 宣久：兵庫県建築士会 

副会長 
＊挨拶 

      

1 座  学 60 
13：10

～ 

田中 聖人：兵庫県まちづくり部 

建築指導課 

 防災耐震班 

＊被災建築物応急危険度判定士

の判定基準について 

＊木造建築物の応急危険度調査

判定マニュアルについて 

     14：10～14：20 休憩（１０分） 

2-1 概要説明 10 
14：20

～ 

原 博元氏：兵庫県建築士会 

兵庫県被災建築物 

 応急危険度判定士  代表 

＊判定会場説明 

・班分けについて 

・判定調査について 

＊ステッカーについて 

＊判定報告について 

2-2 判定訓練 

60 

（移動

含む） 

14：30 

～ 

15：30 

原 博元氏：兵庫県建築士会 

兵庫県被災建築物 

 応急危険度判定士  代表 

＊判定会場について 

（移動 往復15分程） 

・班分けについて 

・判定調査について 

＊ステッカーについて＊

判定報告について 

     15：30～15：40 休憩（１０分） 

2-3 

調査結果 

（班毎） 

聞き取り・発表 

40 
15：40

～ 

原 博元氏：兵庫県建築士会 

兵庫県被災建築物 

 応急危険度判定士  代表 

＊調査票書込み 

＊各班の班長は聞き取りをする 

＊班長はステッカー 

（2棟＊2班）を提出 

＊班長から発表 

2-4 講  評 10 
16：20

～ 

原 博元氏：兵庫県建築士会 

兵庫県被災建築物 

 応急危険度判定士  代表 

＊各班の班長は聞き取りをする 

＊班長はステッカー 

（2棟＊2班）を提出 

＊班長から発表 

3 アンケート 5 
16：30

～ 
兵庫県建築士 災害対策委員会 ＊判定経験・年齢・感想など 

－ 閉会挨拶 5 
16：35

～ 

渡邊 一洋：兵庫県建築士会 

本部理事 

      災害対策委員会 

委員長 

＊挨拶 
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【付近見取図 案内】 
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【座学会場・判定会場 案内】 
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◇ 開催状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 会場風景 

（後ろに神戸新聞社記者も） 

 

② 講義：判定基準・判定マニュアル 

／講師：田中聖人 氏（中央） 

（兵庫県建築指導課 防災耐震班） 

 

③ 講義：判定基準・判定マニュアル

／講師：田中聖人 

（兵庫県建築指導課 防災耐震班） 

 

 
 

⑤ 実地訓練 

／Ａ班（遠景） 

（石原・西嶋・林・佐々木・田中） 

⑥ 実地訓練 ／Ａ班（近景） 

④ 講義：概要説明 

／講師：原 博元 氏（兵庫県被災建築物 

     応急危険度判定士 代表） 
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⑦ 実地訓練 

／B 班（遠景） 

（上中・尾ノ井・小西・坂上・山本） 

 

⑧ 実地訓練 ／B 班（近景） 

  

 

⑨ 調査結果聞き取り 

／Ａ班 

（石原・西嶋・林・佐々木・田中） 

⑩ 調査結果聞き取り 

／B 班 

（上中・尾ノ井・小西・坂上・山本） 

⑪ 発表準備 ／A 班 

 

⑫ 発表準備 ／B 班 
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⑬ 発表／A 班（佐々木 氏） 

 

 

⑭ 発表／B 班（山本 氏） 

⑮ 訓練講評 

／講師：原 博元 氏（兵庫県被災建築物 

   応急危険度判定士 代表） 



 14 / 18 

 

【応急危険度判定調査表（木造版）】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【判定ステッカー（緑・黄・赤）】 
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【模擬実地訓練後のアンケート】 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 16 / 18 

 

【アンケート集計（P.1）】 
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【アンケート集計（P.2）】 
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【開催案内チラシ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                               

【開催後 掲載記事】 

                               神戸新聞 2025.10.13掲載 

                                  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


